
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
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受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ新興国ソブリン債券ファン
ド（資産成長コース／通貨αコース）」は、
さる ₁ 月₁₉日に決算を行ないました。

ここに、当作成期間中の運用状況をご報告
申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<5620>
<5621>

ダイワ新興国ソブリン債券ファンド
（資産成長コース／通貨αコース）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 約 ₅ 年間（₂₀₁₄年 ₁ 月₂₄日～₂₀₁₉年 ₁ 月₁₇日）

運用方針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を
行ないます。

主要投資
対　　象

資産成長
コ ー ス

イ ．ケイマン籍の外国投資信託「クレディ・スイス・
ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・
エマージング・ローカル・マーケット・ボンド・ファ
ンド（資産成長クラス）」（以下「エマージング・
ボンド・ファンド（資産成長クラス）」といいます。）
の受益証券（円建）

ロ．ダイワ・マネー・マザーファンドの受益証券

通 貨 α
コ ー ス

イ ．ケイマン籍の外国投資信託「クレディ・スイス・
ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・
エマージング・ローカル・マーケット・ボンド・ファ
ンド（通貨αクラス）」（以下「エマージング・ボ
ンド・ファンド（通貨αクラス）」といいます。）
の受益証券（円建）

ロ．ダイワ・マネー・マザーファンドの受益証券

運用方法

資産成長
コ ー ス

①主として、エマージング・ボンド・ファンド（資産
成長クラス）の受益証券を通じて、新興国の現地通貨
建債券に分散投資し、信託財産の着実な成長と安定し
た収益の確保をめざします。
②当ファンドは、エマージング・ボンド・ファンド（資
産成長クラス）とダイワ・マネー・マザーファンドに
投資するファンド・オブ・ファンズです。通常の状態
で、エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラ
ス）への投資割合を高位に維持することを基本としま
す。
③エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）
では、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは
原則として行ないません。

通 貨 α
コ ー ス

①主として、エマージング・ボンド・ファンド（通貨
αクラス）の受益証券を通じて、新興国の現地通貨建
債券への分散投資と通貨のオプション取引を組合わせ
たカバードコール戦略を構築し、オプションプレミア
ムの獲得ならびに信託財産の着実な成長と安定した収
益の確保をめざします。
②当ファンドは、エマージング・ボンド・ファンド（通
貨αクラス）とダイワ・マネー・マザーファンドに投
資するファンド・オブ・ファンズです。通常の状態で、
エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）へ
の投資割合を高位に維持することを基本とします。
③エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）
では、為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは
原則として行ないません。

組入制限 投資信託証券への投資割合には、制限を設けません。

分配方針

資産成長
コ ー ス

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、信託財産の
成長に資することを目的に、配当等収益の中から基準
価額の水準等を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、配当等収益が少額の場合には、分配を行なわない
ことがあります。

通 貨 α
コ ー ス

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、継続的な分
配を行なうことを目標に、基準価額の水準を勘案して
分配金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の
場合には、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
資産成長コース　第 2 期（決算日　2015年 1 月19日）
　　　　　　　　第 6 期（決算日　2014年 8 月18日）
　　　　　　　　第 7 期（決算日　2014年 9 月17日）
通貨αコース　　第 8 期（決算日　2014年10月17日）
　　　　　　　　第 9 期（決算日　2014年11月17日）
　　　　　　　　第10期（決算日　2014年12月17日）
　　　　　　　　第11期（決算日　2015年 1 月19日）



ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

★資産成長コース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期　　中
騰 落 率 （参考指数） 期　　中

騰 落 率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2014年 ₇ 月17日） ₁₀, ₅₆₁ ₁₀ ₅. ₇ ₁₀, ₇₁₅ ₇. ₁ ₁. ₀ ₉₈. ₁ ₇, ₇₄₀ 
₂ 期末（2015年 ₁ 月19日） ₁₁, ₂₃₆ ₁₀ ₆. ₅ ₁₁, ₀₁₈ ₂. ₈ ₀. ₈ ₉₇. ₃ ₅, ₂₇₄ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグローバル　ダイバーシファイド（円換算）は、ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージン

グ・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイド（米ドルベース）を円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算した
ものです。ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が
高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使
用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承諾なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright 2014,  
J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。

■当期中の基準価額と市況の推移
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。

基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₅₆₁円　期末：₁₁, ₂₃₆円（分配金₁₀円）　騰落率：₆. ₅％（分配金込み）
【基準価額の主な変動要因】

投資している債券の利息収入に加えて、債券の値上がりや投資している通貨が円に対して上昇したことが、基準価額の値
上がりに寄与しました。

◆投資環境について
○債券市況

債券市況は、米国で早期利上げ観測が高まった局面では新興国からの資金流出が懸念され金利が上昇する場面もありま
したが、原油価格の下落からインフレ見通しが世界的に後退していることを背景に、金利は低下する国が多くなりまし
た。
・欧州・中東・アフリカ地域

トルコでは、原油価格の下落を受けてインフレ見通しが低下し、政策金利の引下げ期待が高まったことから金利は低
下しました。南アフリカでは、インフレ率が中央銀行の目標範囲内まで低下し、追加利上げ観測が後退したことから金
利は低下しました。ロシアでは、ウクライナ情勢への懸念が続く中、原油価格の下落を受けた資金流出懸念や格下げ懸
念から金利は上昇しました。ポーランドでは、インフレ率の低下を受けて政策金利の引下げが行なわれたことから金利
は低下しました。

・アジア地域
インドネシアでは、大統領選挙の結果を受けて政治的不透明感が後退したほか、燃料補助金削減による財政収支の改

善期待を受けて金利は低下しました。マレーシアでは、原油価格の下落が経済に与える影響が懸念され金利は上昇しま
した。タイでは、景気が減速する中、金融緩和期待が高まったことから金利は低下しました。

・中南米地域
ブラジルでは、大統領選挙の結果を受けて改革期待が後退したことや政策金利の引上げを受けて金利は上昇しまし

年　　月　　日
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰　落　率 （参考指数） 騰　落　率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月₁₇日 ₁₀, ₅₆₁ ― ₁₀, ₇₁₅ ― ₁. ₀ ₉₈. ₁ 

₇ 月末 ₁₀, ₆₂₁ ₀. ₆ ₁₀, ₇₄₈ ₀. ₃ ₀. ₉ ₉₇. ₂ 
₈ 月末 ₁₀, ₆₇₆ ₁. ₁ ₁₀, ₇₈₉ ₀. ₇ ₀. ₉ ₉₆. ₃ 
₉ 月末 ₁₀, ₇₈₅ ₂. ₁ ₁₀, ₈₂₅ ₁. ₀ ₀. ₉ ₉₇. ₆ 
₁₀月末 ₁₀, ₉₂₉ ₃. ₅ ₁₁, ₀₆₉ ₃. ₃ ₁. ₀ ₉₈. ₁ 
₁₁月末 ₁₁, ₇₂₀ ₁₁. ₀ ₁₁, ₈₃₁ ₁₀. ₄ ₁. ₀ ₉₇. ₃ 
₁₂月末 ₁₁, ₄₉₆ ₈. ₉ ₁₁, ₂₄₆ ₅. ₀ ₀. ₈ ₉₆. ₉ 

（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ₁₁, ₂₄₆ ₆. ₅ ₁₁, ₀₁₈ ₂. ₈ ₀. ₈ ₉₇. ₃ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

た。メキシコでは、米国で早期利上げ観測が高まる中、米国債券市場の影響を受けて金利は上昇しました。ペルーで
は、景気が減速する中、政策金利の引下げが行なわれたことから金利は低下しました。

○為替相場
対円為替相場は、新興国からの資金流出懸念を背景に各通貨共に下落する局面もありましたが、当期間を通して見る

と、日銀の金融緩和等を背景に円安が進展したことから、対円で上昇する国が多くなりました。
・欧州・中東・アフリカ地域

原油価格下落によるインフレ圧力の低下および経常収支改善期待から資金流入が見られたトルコ・リラ、インフレ率
の低下や財政政策が好感された南アフリカ・ランドが対円で上昇しました。ポーランド・ズロチは、政策金利の引下げ
期待が重しとなり対円で下落しました。ロシア・ルーブルは、原油価格の下落や欧米諸国による経済制裁、格下げなど
が要因となり下落しました。

・アジア地域
インドネシア・ルピアおよびインド・ルピーは、構造改革期待が支えとなり対円で上昇しました。マレーシア・リン

ギットは、原油価格下落による経常収支の悪化が懸念され対円で小幅な上昇にとどまりました。タイ・バーツは、政情
不安が後退したことが支えとなり対円で上昇しました。

・中南米地域
ブラジル・レアルは、インフレや財政悪化懸念から対円で下落しました。メキシコ・ペソは、米国の景気回復の恩恵

期待が支えとなりましたが、原油価格の下落が嫌気され対円で小幅な上昇となりました。ペルー・ソルは、政府による
通貨介入が支えとなり対円で上昇しました。

◆前期における「今後の運用方針」

当ファンドの商品性格に鑑み、引続きエマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）の受益証券を高位で組入
れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

受益証券の運用につきましては、欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域内で ₃  
通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に投資することで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行な
います。

なお、債券ポートフォリオの金利変動リスクを表す修正デュレーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロー
ルします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・エマージング・ローカル・マー
ケット・ボンド・ファンド（資産成長クラス）（以下「エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）」といいま
す。）とダイワ・マネー・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。期を通じてエマージング・ボン
ド・ファンド（資産成長クラス）の受益証券を高位で組入れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運
用を行ないました。

○エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）
・通貨配分に関しては、基本的な商品性格に基づき、各地域へ均等、各地域内の投資通貨においても均等となることをめ

ざしました。
・欧州・中東・アフリカ地域においては、トルコ・リラ、南アフリカ・ランド、ロシア・ルーブル、ポーランド・ズロ

チ、アジア地域ではインドネシア・ルピア、マレーシア・リンギット、タイ・バーツ、中南米地域ではブラジル・レア
ル、メキシコ・ペソ、ペルー・ソルへ投資しました。

・欧州・中東・アフリカ地域では、経済ファンダメンタルズの観点から₂₀₁₄年 ₇ 月にロシア・ルーブルを除外し、新たに
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

ポーランド・ズロチへ投資を行ないました。
・債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーションで₁. ₉（年）～₂. ₅（年）程度としました。また、組

入債券の種別構成については、主に現地通貨建国債からなるポートフォリオ構成としました。
○ダイワ・マネー・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま
した。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
7. 0
6. 0
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

当　期
（2014. 7. 17～2015. 1. 19）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　
グローバル　ダイバーシファイド（円換算）

◆分配金について
【収益分配金】

当期の ₁ 万口当り分配金（税込み）は10円といたしました。
■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
当 期

₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日
～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日

当 期 分 配 金 （ 税 込 み ） （円） ₁₀
対 基 準 価 額 比 率 （％） ₀. ₀₉
当 期 の 収 益 （円） ₁₀
当 期 の 収 益 以 外 （円） ―

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額 （円） ₁, ₂₃₆
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₇₉. ₁₉円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₄₀₃. ₆₆
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₈. ₅₃
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₅₄₄. ₈₉
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₁, ₂₄₆. ₂₈
（ｆ）分 配 金 ₁₀. ₀₀
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ ｅ － ｆ ） ₁, ₂₃₆. ₂₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。

《今後の運用方針》

○当ファンド
当ファンドの商品性格に鑑み、引続き、エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）の受益証券を高位で組入

れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
○エマージング・ボンド・ファンド（資産成長クラス）

欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に
投資することで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。金利リスクを表す修正デュ
レーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロールします。

○ダイワ・マネー・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₇. ₁₈～₂₀₁₅. ₁. ₁₉）
金　額 比　率

信託報酬  ₆₅円 ₀. ₅₉₂％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₁, ₀₀₄円です。

（投信会社）  （₁₈）  （₀. ₁₆₅） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₅）  （₀. ₄₁₃） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₂）  （₀. ₀₁₄） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　計  ₆₆   ₀. ₅₉₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
EMERGING LOCAL MARKET BOND FUND 
CAPITAL GROWTH CLASS（ケイマン諸島）  ₂₇, ₅₆₄. ₂₅₉ ₂, ₉₃₀, ₀₀₀ ₁₀₆ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

（2） ダイワ・マネー・マザーファンドにおける期中の利害
関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₂₆, ₂₉₉ ₁₀, ₁₉₉ ₃₈. ₈ ― ― ― 

コール・ローン ₇₂₇, ₈₇₇ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₀. ₅％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける期中の利害関係人との取引状況

当期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名 当　　　期　　　末
口　数 評価額 比　率

千口 千円 ％
外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
EMERGING LOCAL MARKET BOND 
FUND CAPITAL GROWTH CLASS ₄₇, ₅₀₁. ₆₃₃ ₅, ₁₃₂, ₈₃₆ ₉₇. ₃ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

（₃） 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率
　当期中における売買委託手数料の利害関係人への支
払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

（2）親投資信託残高

種 類 期　　首 期　　　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネー・マザーファンド ₉₈, ₁₂₅ ₄₉, ₀₈₂  ₅₀, ₀₄₄ 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
（1）投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁, ₆₆₁. ₄₆₅ ₁₇₆, ₇₃₁ ₂₇, ₅₆₄. ₂₅₉ ₂, ₉₃₀, ₀₀₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。

（2）親投資信託受益証券の設定・解約状況
（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・マネー・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

― ― ₄₉, ₀₄₃ ₅₀, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

6



ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₅, ₁₃₂, ₈₃₆ ₉₄. ₇ 

ダイワ・マネー・マザーファンド ₅₀, ₀₄₄ ₀. ₉ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂₃₅, ₈₈₁ ₄. ₄ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₅, ₄₁₈, ₇₆₂ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 5， 518， 762， 56₃円

コ ー ル   ・ ロ ー ン 等 ₁₃₅, ₈₈₁, ₈₅₃  
投 資 信 託 受 益 証 券（評価額） ₅, ₁₃₂, ₈₃₆, ₅₅₂  
ダイワ・マネー・マザーファンド（評価額） ₅₀, ₀₄₄, ₁₅₉  
未 収 入 金 ₁₉₉, ₉₉₉, ₉₉₉  

（Ｂ）負 債 244， 611， 6₃8  
未 払 金 ₁₀₀, ₀₀₀, ₀₀₀  
未 払 収 益 分 配 金 ₄, ₆₉₃, ₈₅₄  
未 払 解 約 金 ₁₀₁, ₂₆₇, ₉₉₉  
未 払 信 託 報 酬 ₃₈, ₃₈₂, ₁₀₁  
そ の 他 未 払 費 用 ₂₆₇, ₆₈₄  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 5， 274， 150， 925  
元 本 ₄, ₆₉₃, ₈₅₄, ₈₆₀  
次 期 繰 越 損 益 金 ₅₈₀, ₂₉₆, ₀₆₅  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 4， 69₃， 854， 860口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， 2₃6円

＊ 期首における元本額は₇, ₃₂₉, ₀₅₁, ₈₆₁円、当期中における追加設定元本額は
₃₅, ₀₃₅, ₃₉₁円、同解約元本額は₂, ₆₇₀, ₂₃₂, ₃₉₂円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₂₃₆円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日　至₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 146， 842， 017円

受 取 配 当 金 ₁₄₆, ₈₁₇, ₇₇₅
受 取 利 息 ₂₄, ₂₄₂

（Ｂ）有価証券売買損益 212， ₃₃₃， ₃91
売 買 益 ₂₈₈, ₁₆₅, ₃₉₃
売 買 損 △ ₇₅, ₈₃₂, ₀₀₂

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ ₃8， 649， 785
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） ₃20， 525， 62₃
（Ｅ）前期繰越損益金 255， 764， 884
（Ｆ）追加信託差損益金 8， 699， 412

（配 当 等 相 当 額）（ ₂, ₉₈₉, ₄₀₇）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₅, ₇₁₀, ₀₀₅）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 584， 989， 919
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 4， 69₃， 854

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 580， 296， 065
追 加 信 託 差 損 益 金 ₈, ₆₉₉, ₄₁₂

（配 当 等 相 当 額）（ ₂, ₉₈₉, ₄₀₇）
（売 買 損 益 相 当 額）（ ₅, ₇₁₀, ₀₀₅）
分 配 準 備 積 立 金 ₅₇₁, ₅₉₆, ₆₅₃

（注 ₁ ） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 ₃ ） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₃₁, ₀₄₉, ₇₆₁円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₁₈₉, ₄₇₅, ₈₆₂
（ｃ）収 益 調 整 金 ₈, ₆₉₉, ₄₁₂
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₂₅₅, ₇₆₄, ₈₈₄
（ｅ）当 期 分 配 対 象 額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅₈₄, ₉₈₉, ₉₁₉
（ｆ）分 配 金 ₄, ₆₉₃, ₈₅₄
（ｇ）翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（ｅ－ｆ） ₅₈₀, ₂₉₆, ₀₆₅
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₄, ₆₉₃, ₈₅₄, ₈₆₀口
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金 10円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、 ₁ 月₁₉日現在の基準価額（ ₁ 万口当り₁₁, ₂₃₆円）に基づいて自動的に再投資
いたしました。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、₂₀. ₃₁₅％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

★通貨αコース
■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組 入
比 率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込 み
分 配 金

期　　中
騰 落 率 （参考指数） 期　　中

騰 落 率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

₁ 期末（2014年 ₃ 月17日） ₉, ₉₅₀ ₁₀₀ ₀. ₅ ₉, ₉₁₇ △ ₀. ₈ ₀. ₈ ₉₈. ₁ ₂₆, ₇₇₈ 
₂ 期末（2014年 ₄ 月17日） ₁₀, ₁₀₁ ₁₀₀ ₂. ₅ ₁₀, ₃₂₈ ₄. ₁ ₁. ₀ ₉₈. ₆ ₂₇, ₃₅₈ 
₃ 期末（2014年 ₅ 月19日） ₁₀, ₀₇₁ ₁₀₀ ₀. ₇ ₁₀, ₅₄₀ ₂. ₀ ₀. ₈ ₉₈. ₄ ₂₇, ₃₇₃ 
₄ 期末（2014年 ₆ 月17日） ₁₀, ₀₂₃ ₁₀₀ ₀. ₅ ₁₀, ₅₈₈ ₀. ₅ ₀. ₇ ₉₈. ₆ ₂₇, ₁₄₂ 
₅ 期末（2014年 ₇ 月17日） ₁₀, ₀₁₉ ₁₀₀ ₁. ₀ ₁₀, ₇₁₅ ₁. ₂ ₀. ₈ ₉₈. ₇ ₂₆, ₈₃₈ 
₆ 期末（2014年 ₈ 月18日） ₉, ₉₁₄ ₁₀₀ △ ₀. ₀ ₁₀, ₆₄₈ △  ₀. ₆ ₀. ₈ ₉₈. ₅ ₂₆, ₂₆₃ 
₇ 期末（2014年 ₉ 月17日） ₉, ₉₆₈ ₁₀₀ ₁. ₆ ₁₀, ₈₈₈ ₂. ₃ ₀. ₇ ₉₈. ₃ ₂₅, ₇₉₇ 
₈ 期末（2014年10月17日） ₉, ₆₇₃ ₁₀₀ △ ₂. ₀ ₁₀, ₆₂₁ △  ₂. ₅ ₀. ₈ ₉₈. ₂ ₂₄, ₅₂₅ 
₉ 期末（2014年11月17日） ₁₀, ₁₈₄ ₁₀₀ ₆. ₃ ₁₁, ₄₇₃ ₈. ₀ ₀. ₈ ₉₈. ₃ ₂₅, ₂₇₃ 
10期末（2014年12月17日） ₉, ₇₇₉ ₁₀₀ △ ₃. ₀ ₁₀, ₆₂₀ △  ₇. ₄ ₀. ₅ ₉₈. ₆ ₂₃, ₃₉₃ 
11期末（2015年 ₁ 月19日） ₉, ₈₃₈ ₁₀₀ ₁. ₆ ₁₁, ₀₁₈ ₃. ₇ ₀. ₈ ₉₈. ₅ ₂₂, ₈₁₉ 

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭグローバル　ダイバーシファイド（円換算）は、ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージン

グ・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイド（米ドルベース）を円換算し、当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算した
ものです。ＪＰモルガン ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ グローバル　ダイバーシファイドは、信頼性が
高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許諾を受けて使
用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承諾なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。Copyright ₂₀₁₄,  
J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

■当作成期間（第 6 期～第11期）中の基準価額と市況の推移

年　　月　　日
基　準　価　額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭグロー

バル　ダイバーシファイド（円換算） 公 社 債
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％

第 ₆ 期
（期首）₂₀₁₄年 ₇ 月₁₇日 ₁₀, ₀₁₉ ― ₁₀, ₇₁₅ ― ₀. ₈ ₉₈. ₇

₇ 月末 ₁₀, ₀₅₇ ₀. ₄ ₁₀, ₇₄₈ ₀. ₃ ₀. ₈ ₉₈. ₆
（期末）₂₀₁₄年 ₈ 月₁₈日 ₁₀, ₀₁₄ △ ₀. ₀ ₁₀, ₆₄₈ △ ₀. ₆ ₀. ₈ ₉₈. ₅

第 ₇ 期
（期首）₂₀₁₄年 ₈ 月₁₈日 ₉, ₉₁₄ ― ₁₀, ₆₄₈ ― ₀. ₈ ₉₈. ₅

₈ 月末 ₁₀, ₀₀₁ ₀. ₉ ₁₀, ₇₈₉ ₁. ₃ ₀. ₇ ₉₈. ₅
（期末）₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日 ₁₀, ₀₆₈ ₁. ₆ ₁₀, ₈₈₈ ₂. ₃ ₀. ₇ ₉₈. ₃

第 ₈ 期
（期首）₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日 ₉, ₉₆₈ ― ₁₀, ₈₈₈ ― ₀. ₇ ₉₈. ₃

₉ 月末 ₉, ₉₄₅ △ ₀. ₂ ₁₀, ₈₂₅ △ ₀. ₆ ₀. ₇ ₉₈. ₃
（期末）₂₀₁₄年₁₀月₁₇日 ₉, ₇₇₃ △ ₂. ₀ ₁₀, ₆₂₁ △ ₂. ₅ ₀. ₈ ₉₈. ₂

第 ₉ 期
（期首）₂₀₁₄年₁₀月₁₇日 ₉, ₆₇₃ ― ₁₀, ₆₂₁ ― ₀. ₈ ₉₈. ₂

₁₀月末 ₉, ₉₈₇ ₃. ₂ ₁₁, ₀₆₉ ₄. ₂ ₀. ₇ ₉₈. ₅
（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ₁₀, ₂₈₄ ₆. ₃ ₁₁, ₄₇₃ ₈. ₀ ₀. ₈ ₉₈. ₃

第₁₀期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ₁₀, ₁₈₄ ― ₁₁, ₄₇₃ ― ₀. ₈ ₉₈. ₃

₁₁月末 ₁₀, ₃₅₁ ₁. ₆ ₁₁, ₈₃₁ ₃. ₁ ₀. ₇ ₉₈. ₂
（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ₉, ₈₇₉ △ ₃. ₀ ₁₀, ₆₂₀ △ ₇. ₄ ₀. ₅ ₉₈. ₆

第₁₁期
（期首）₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ₉, ₇₇₉ ― ₁₀, ₆₂₀ ― ₀. ₅ ₉₈. ₆

₁₂月末 ₁₀, ₁₂₂ ₃. ₅ ₁₁, ₂₄₆ ₅. ₉ ₀. ₇ ₉₈. ₄
（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日 ₉, ₉₃₈ ₁. ₆ ₁₁, ₀₁₈ ₃. ₇ ₀. ₈ ₉₈. ₅

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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9, 000

（円）
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0

（億円）

第11期末
（2015. 1. 19）

第 5期末
（2014. 7. 17）

第 6期末
（2014. 8. 18）

第 7期末
（2014. 9. 17）

第 8期末
（2014. 10. 17）

第 9期末
（2014. 11. 17）

第10期末
（2014. 12. 17）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な
　パフォーマンスを示すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファン
　ドの購入価額により異なります。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第 ₆ 期首：₁₀, ₀₁₉円　第₁₁期末：₉, ₈₃₈円（既払分配金₆₀₀円）　騰落率：₄. ₃％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

投資している債券の利息収入と通貨オプション取引によるプレミアム収入に加えて、債券の値上がりや投資している通貨
が円に対して上昇したことが、基準価額の値上がりに寄与しました。

◆投資環境について
○債券市況

債券市況は、米国で早期利上げ観測が高まった局面では新興国からの資金流出が懸念され金利が上昇する場面もありま
したが、原油価格の下落からインフレ見通しが世界的に後退していることを背景に、金利は低下する国が多くなりまし
た。
・欧州・中東・アフリカ地域

トルコでは、原油価格の下落を受けてインフレ見通しが低下し、政策金利の引下げ期待が高まったことから金利は低
下しました。南アフリカでは、インフレ率が中央銀行の目標範囲内まで低下し、追加利上げ観測が後退したことから金
利は低下しました。ロシアでは、ウクライナ情勢への懸念が続く中、原油価格の下落を受けた資金流出懸念や格下げ懸
念から金利は上昇しました。ポーランドでは、インフレ率の低下を受けて政策金利の引下げが行なわれたことから金利
は低下しました。

・アジア地域
インドネシアでは、大統領選挙の結果を受けて政治的不透明感が後退したほか、燃料補助金削減による財政収支の改

善期待を受けて金利は低下しました。マレーシアでは、原油価格の下落が経済に与える影響が懸念され金利は上昇しま
した。タイでは、景気が減速する中で金融緩和期待が高まったことから金利は低下しました。

・中南米地域
ブラジルでは、大統領選挙の結果を受けて改革期待が後退したことや政策金利の引上げを受けて金利は上昇しまし

た。メキシコでは、米国で早期利上げ観測が高まる中、米国債券市場の影響を受けて金利は上昇しました。ペルーで
は、景気が減速する中、政策金利の引下げが行なわれたことから金利は低下しました。

○為替相場
対円為替相場は、新興国からの資金流出懸念を背景に各通貨共に下落する局面もありましたが、当期間を通して見る

と、日銀の金融緩和等を背景に円安が進展したことから、対円で上昇する国が多くなりました。
・欧州・中東・アフリカ地域

原油価格下落によるインフレ圧力の低下および経常収支改善期待から資金流入が見られたトルコ・リラ、インフレ率
の低下や財政政策が好感された南アフリカ・ランドが対円で上昇しました。ポーランド・ズロチは、政策金利の引下げ
期待が重しとなり対円で下落しました。ロシア・ルーブルは、原油価格の下落や欧米諸国による経済制裁、格下げなど
が要因となり下落しました。

・アジア地域
インドネシア・ルピアおよびインド・ルピーは、構造改革期待が支えとなり対円で上昇しました。マレーシア・リン

ギットは、原油価格下落による経常収支の悪化が懸念され対円で小幅な上昇にとどまりました。タイ・バーツは、政情
不安が後退したことが支えとなり対円で上昇しました。
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・中南米地域
ブラジル・レアルは、インフレや財政悪化懸念から対円で下落しました。メキシコ・ペソは、米国の景気回復の恩恵

期待が支えとなりましたが、原油価格の下落が嫌気され対円で小幅な上昇となりました。ペルー・ソルは、政府による
通貨介入が支えとなり対円で上昇しました。

○為替ボラティリティ相場
当期間中は、地政学的緊張が高まったロシア・ルーブルや、大統領選挙を控えた時期のブラジル・レアルなどインプラ

イド・ボラティリティ（※）が急騰する局面が見られるなど、総じてネガティブな材料が目立ちました。当期間を通じ
て、米ドル高新興国通貨安が進行する中、新興国通貨市場のインプライド・ボラティリティは、比較的不安定な推移を見
せながら、総じて上昇しました。
（※）オプションプレミアムが織込んでいる新興国通貨の対円為替レートの予想変動率で、ボラティリティが高いほどオ

プションプレミアムは高くなります。
◆前作成期間末における「今後の運用方針」

当ファンドの商品性格に鑑み、引続きエマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）の受益証券を高位で組入れ、
オプションプレミアムの獲得ならびに信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

受益証券の運用につきましては、欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域内で ₃
通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に投資することに加え、オプション取引を活用した通貨カバードコール戦略を構築し、
オプションプレミアムの獲得ならびに信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざします。

なお、債券ポートフォリオの金利変動リスクを表す修正デュレーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロー
ルします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

当ファンドは、クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・エマージング・ローカル・マー
ケット・ボンド・ファンド（通貨αクラス）」（以下「エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）」といいます。）
とダイワ・マネー・マザーファンドに投資するファンド・オブ・ファンズです。当期間を通じてエマージング・ボンド・
ファンド（通貨αクラス）の受益証券を高位で組入れ、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行
ないました。

○エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）
・通貨配分に関しては、基本的な商品性格に基づき、各地域へ均等、各地域内の投資通貨においても均等となることをめ

ざしました。
・欧州・中東・アフリカ地域においては、トルコ・リラ、南アフリカ・ランド、ロシア・ルーブル、ポーランド・ズロ

チ、アジア地域ではインドネシア・ルピア、マレーシア・リンギット、タイ・バーツ、中南米地域ではブラジル・レア
ル、メキシコ・ペソ、ペルー・ソルへ投資しました。

・欧州・中東・アフリカ地域では、経済ファンダメンタルズの観点から₂₀₁₄年 ₇ 月にロシア・ルーブルを除外し、新たに
ポーランド・ズロチへ投資を行ないました。

・債券ポートフォリオの金利リスクについては、修正デュレーションで₁. ₉（年）～₂. ₅（年）程度としました。また、組
入債券の種別構成については、主に現地通貨建国債からなるポートフォリオ構成としました。

・通貨カバードコール戦略（新興国通貨それぞれについて、円に対する当該新興国通貨のコール・オプションを売却し、
オプションのプレミアム収入の獲得をめざす戦略）を構築し、オプションプレミアムの獲得をめざしました。

○ダイワ・マネー・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

した。
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◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
10. 0
8. 0
6. 0
4. 0
2. 0
0. 0

-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0

第 6 期
（2014. 7. 17～
　2014. 8. 18）

第 7期
（2014. 8. 18～
　2014. 9. 17）

第 8期
（2014. 9. 17～

　 2014. 10. 17）

第 9期
（2014. 10. 17～
　2014. 11. 17）

第10期
（2014. 11. 17～
　2014. 12. 17）

第11期
（2014. 12. 17～
 2015. 1. 19）

基準価額
ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　
グローバル　ダイバーシファイド（円換算）

◆分配金について
【収益分配金】

第 ₆ 期から第11期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ100円といたしました。
■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第 ₆ 期 第 ₇ 期 第 ₈ 期 第 ₉ 期 第₁₀期 第₁₁期

₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₉日 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₀月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日 ₂₀₁₄年₁₂月₁₈日
～₂₀₁₄年 ₈ 月₁₈日 ～₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日 ～₂₀₁₄年₁₀月₁₇日 ～₂₀₁₄年₁₁月₁₇日 ～₂₀₁₄年₁₂月₁₇日 ～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日

当期分配金（税込み） （円） ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀ ₁₀₀
対基準価額比率（％） ₁. ₀₀ ₀. ₉₉ ₁. ₀₂ ₀. ₉₇ ₁. ₀₁ ₁. ₀₁
当 期 の 収 益 （円） ₁₀₀ ₈₆ ₈₅ ₁₀₀ ₇₄ ₉₄
当期の収益以外（円） ― ₁₃ ₁₄ ― ₂₅ ₅

翌期繰越分配対象額 （円） ₁₃₅ ₁₂₂ ₁₀₈ ₁₈₇ ₁₆₁ ₁₅₆
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。 
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第 ₆ 期 第 ₇ 期 第 ₈ 期 第 ₉ 期 第10期 第11期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₀₉. ₈₂円 ₈₆. ₉₅円 ₈₅. ₇₃円 ₁₀₀. ₃₉円 ₇₄. ₂₁円 ₉₄. ₆₄円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀ ₇₈. ₂₁ ₀. ₀₀ ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄. ₂₆ ₄. ₇₉ ₅. ₃₈ ₅. ₉₀ ₆. ₅₃ ₆. ₉₂
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁₂₁. ₈₇ ₁₃₁. ₂₄ ₁₁₇. ₆₂ ₁₀₂. ₉₇ ₁₈₁. ₀₀ ₁₅₄. ₈₇
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₂₃₅. ₉₇ ₂₂₂. ₉₉ ₂₀₈. ₇₄ ₂₈₇. ₄₉ ₂₆₁. ₇₅ ₂₅₆. ₄₄
（ｆ）分 配 金 ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀ ₁₀₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₁₃₅. ₉₇ ₁₂₂. ₉₉ ₁₀₈. ₇₄ ₁₈₇. ₄₉ ₁₆₁. ₇₅ ₁₅₆. ₄₄
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

《今後の運用方針》

○当ファンド
当ファンドの商品性格に鑑み、引続き、エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）の受益証券を高位で組入れ、

信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。
○エマージング・ボンド・ファンド（通貨αクラス）

欧州・中東・アフリカ、アジア、中南米の ₃ 地域で地域分散を図り、その地域内で ₃ 通貨ずつ、計 ₉ 通貨の高金利債券に
投資することで、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。金利リスクを表す修正デュ
レーションは約 ₁ （年）程度～ ₃ （年）程度でコントロールします。通貨カバードコール戦略（新興国通貨それぞれについ
て、円に対する当該新興国通貨のコール・オプションを売却し、オプションのプレミアム収入の獲得をめざす戦略）を構築
し、オプションプレミアムの獲得をめざします。

○ダイワ・マネー・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行ないま

す。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第 ₆ 期～第₁₁期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₇. ₁₈～₂₀₁₅. ₁. ₁₉）
金　額 比　率

信託報酬  ₅₉円 ₀. ₅₉₁％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₀, ₀₄₆円です。

（投信会社）  （₁₇）  （₀. ₁₆₅） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₁）  （₀. ₄₁₂） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₁）  （₀. ₀₁₃） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ₄   ₀. ₀₄₁  有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （₄）  （₀. ₀₄₁） 
その他費用  ₀   ₀. ₀₀₄  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　　計  ₆₄   ₀. ₆₃₆  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。 

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。 
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

（2）親投資信託受益証券の設定・解約状況
（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）

決　算　期
第　 ₆   期　～　第　₁₁   期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・マネー・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

― ― ₉₈, ₀₈₇ ₁₀₀, ₀₀₀ 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
（1）投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）

決　算　期
第　 ₆   期　～　第　₁₁   期

買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

外　国
（邦貨建）

千口 千円 千口 千円

₁₅, ₂₅₀. ₉₈₄ ₁, ₅₁₀, ₇₅₉ ₅₃, ₂₁₈. ₀₄₉ ₅, ₂₇₉, ₄₂₀ 

（注 ₁ ）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 ₂ ）金額は受渡し代金。
（注 ₃ ）金額の単位未満は切捨て。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
第　　　₆　　　期　　　～　　　第　　　₁₁　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　数 金　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円
EMERGING LOCAL MARKET BOND FUND 
CURRENCY ALPHA CLASS（ケイマン諸島）  ₅₃, ₂₁₈. ₀₄₉ ₅, ₂₇₉, ₄₂₀ ₉₉ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金。
（注 ₂ ）金額の単位未満は切捨て。

（2）親投資信託残高

種　　　　類 第 ₅ 期末 第　₁₁   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円

ダイワ・マネー・マザーファンド ₂₉₄, ₃₇₇ ₁₉₆, ₂₉₀  ₂₀₀, ₁₃₇ 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

項 目 第 　₁₁　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
投 資 信 託 受 益 証 券 ₂₂, ₄₆₈, ₆₅₉  ₉₇. ₂ 

ダイワ・マネー・マザーファンド ₂₀₀, ₁₃₇  ₀. ₉ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₄₃₈, ₆₄₄  ₁. ₉ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂₃, ₁₀₇, ₄₄₀  ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（₃） 当作成期間中における売買委託手数料総額に対する利
害関係人への支払比率

　当作成期間（第 6 期～第11期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第₁₁条第 ₁ 項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンド

の明細

ファンド名
第　₁₁　期　末

口　 数 評 価 額 比率
千口 千円 ％

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
EMERGING LOCAL MARKET BOND 
FUND CURRENCY ALPHA CLASS ₂₂₈, ₇₂₁. ₂₃₄  ₂₂, ₄₆₈, ₆₅₉  ₉₈. ₅ 

（注 ₁ ）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 ₂ ）評価額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との取

引状況

　当作成期間（第 6 期～第11期）中における利害関係
人との取引はありません。

（2） ダイワ・マネー・マザーファンドにおける当作成期間
中の利害関係人との取引状況

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
決 算 期 第　 ₆ 　期　～　第　₁₁　期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況 D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公 社 債 ₂₆, ₂₉₉ ₁₀, ₁₉₉ ₃₈. ₈ ― ― ― 

コール・ローン ₇₂₇, ₈₇₇ ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合₁. ₆％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン

ドのマザーファンド所有口数の割合。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

■損益の状況
第 ₆ 期  自 ₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日  至 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₈日　　第 ₈ 期  自 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₀月₁₇日　　第₁₀期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₂月₁₇日
第 ₇ 期  自 ₂₀₁₄年 ₈ 月₁₉日  至 ₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日　　第 ₉ 期  自 ₂₀₁₄年₁₀月₁₈日  至 ₂₀₁₄年₁₁月₁₇日　　第₁₁期  自 ₂₀₁₄年₁₂月₁₈日  至 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日

項 目 第 ₆ 期 第 ₇ 期 第 ₈ 期 第 ₉ 期 第 ₁₀ 期 第 ₁₁ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 ₃18， ₃4₃， 400円 2₃9， ₃24， 712円 242， 010， 05₃円 25₃， 241， 459円 201， 710， 045円 2₃4， 418， 929円

受 取 配 当 金 ₃₁₈, ₃₃₅, ₄₃₃  ₂₃₉, ₃₁₄, ₉₇₉  ₂₄₂, ₀₀₂, ₂₅₅  ₂₅₃, ₂₃₃, ₅₄₄  ₂₀₁, ₆₉₈, ₄₁₅  ₂₃₄, ₄₀₃, ₈₅₈
受 取 利 息 ₇, ₉₆₇  ₉, ₇₃₃  ₇, ₇₉₈  ₇, ₉₁₅  ₁₁, ₆₃₀  ₁₅, ₀₇₁

（Ｂ）有価証券売買損益 △ ₃04， 071， 044  185， 127， 177  △ 71₃， ₃28， 416  1， 287， 945， 6₃1  △ 908， 6₃₃， 705  159， 81₃， 720
売 買 益 ₂, ₈₉₀, ₅₆₅  ₁₉₀, ₁₅₀, ₀₀₆  ₃, ₈₂₃, ₁₆₀  ₁, ₃₁₀, ₄₆₆, ₀₈₇  ₅, ₆₅₈, ₄₀₀  ₁₆₈, ₆₁₈, ₄₇₁
売 買 損 △ ₃₀₆, ₉₆₁, ₆₀₉  △ ₅, ₀₂₂, ₈₂₉  △ ₇₁₇, ₁₅₁, ₅₇₆  △ ₂₂, ₅₂₀, ₄₅₆  △ ₉₁₄, ₂₉₂, ₁₀₅  △ ₈, ₈₀₄, ₇₅₁

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 27， ₃91， 458  △ 25， ₃28， 828  △ 24， 6₃0， ₃01  △ 25， 014， 669  △ 24， 165， 225  △ 25， 05₃， 8₃0
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 1₃， 119， 102  ₃99， 12₃， 061  △ 495， 948， 664  1， 516， 172， 421  △ 7₃1， 088， 885  ₃69， 178， 819
（Ｅ）前期繰越損益金 40， 276， 018  △ 2₃1， 45₃， 540  △ 88， 851， 4₃7  △ 817， ₃96， 291  4₃₃， 005， ₃66  △ 519， 790， 2₃4
（Ｆ）追加信託差損益金 9， 1₃8， 716  8， 5₃4， 481  8， 172， 274  6， 97₃， 107  8， 60₃， 65₃  7， 4₃8， 0₃0

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₁, ₂₉₄, ₈₇₉） （ ₁₂, ₄₀₅, ₉₀₁） （ ₁₃, ₆₄₄, ₇₇₅） （ ₁₄, ₆₅₄, ₆₀₄） （ ₁₅, ₆₂₂, ₄₉₅） （ ₁₆, ₀₅₅, ₄₉₅）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂, ₁₅₆, ₁₆₃） （△ ₃, ₈₇₁, ₄₂₀） （△ ₅, ₄₇₂, ₅₀₁） （△ ₇, ₆₈₁, ₄₉₇） （△ ₇, ₀₁₈, ₈₄₂） （△ ₈, ₆₁₇, ₄₆₅）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） ₃6， 295， 6₃2  176， 204， 002  △ 576， 627， 827  705， 749， 2₃7  △ 289， 479， 866  △ 14₃， 17₃， ₃85
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 264， 92₃， 2₃8  △ 258， 80₃， ₃00  △ 25₃， 552， 9₃₃  △ 248， 157， 119  △ 2₃9， 221， ₃66  △ 2₃1， 948， 261

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △ 228， 627， 606  △ 82， 599， 298  △ 8₃0， 180， 760  457， 592， 118  △ 528， 701， 2₃2  △ ₃75， 121， 646
追 加 信 託 差 損 益 金 ₉, ₁₃₈, ₇₁₆  ₈, ₅₃₄, ₄₈₁  ₈, ₁₇₂, ₂₇₄  ₆, ₉₇₃, ₁₀₇  ₈, ₆₀₃, ₆₅₃  ₇, ₄₃₈, ₀₃₀

（配 当 等 相 当 額）（ ₁₁, ₂₉₄, ₈₇₉） （ ₁₂, ₄₀₅, ₉₀₁） （ ₁₃, ₆₄₄, ₇₇₅） （ ₁₄, ₆₅₄, ₆₀₄） （ ₁₅, ₆₂₂, ₄₉₅） （ ₁₆, ₀₅₅, ₄₉₅）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂, ₁₅₆, ₁₆₃） （△ ₃, ₈₇₁, ₄₂₀） （△ ₅, ₄₇₂, ₅₀₁） （△ ₇, ₆₈₁, ₄₉₇） （△ ₇, ₀₁₈, ₈₄₂） （△ ₈, ₆₁₇, ₄₆₅）
分 配 準 備 積 立 金 ₃₄₈, ₉₂₄, ₅₀₈  ₃₀₅, ₉₀₉, ₀₃₃  ₂₆₂, ₀₈₃, ₃₄₈  ₄₅₀, ₆₁₉, ₀₁₁  ₃₇₁, ₃₃₃, ₇₃₂  ₃₄₆, ₈₀₅, ₆₈₉
繰 越 損 益 金 △ ₅₈₆, ₆₉₀, ₈₃₀  △ ₃₉₇, ₀₄₂, ₈₁₂  △ ₁, ₁₀₀, ₄₃₆, ₃₈₂  ―  △ ₉₀₈, ₆₃₈, ₆₁₇  △ ₇₂₉, ₃₆₅, ₃₆₅

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は、₁₇ページの「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₆ 期 末 第 ₇ 期 末 第 ₈ 期 末 第 ₉ 期 末 第 ₁₀ 期 末 第 ₁₁ 期 末
（Ａ）資 産 26， 589， ₃09， 091円 26， 144， 959， 024円 25， 115， 98₃， ₃28円 25， 914， 299， 526円 2₃， 8₃0， ₃49， ₃80円 2₃， 107， 440， 559円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₄₁₆, ₆₃₈, ₅₂₉  ₃₈₇, ₇₇₄, ₇₁₂  ₃₃₁, ₇₂₁, ₁₃₃  ₃₅₉, ₈₀₄, ₅₈₅  ₃₇₁, ₆₅₇, ₇₄₈  ₄₃₈, ₆₄₄, ₀₂₉
投資信託受益証券（評価額） ₂₅, ₈₇₂, ₅₈₂, ₂₄₉  ₂₅, ₃₅₇, ₂₆₆, ₅₆₁  ₂₄, ₀₈₄, ₉₄₄, ₄₄₄  ₂₄, ₈₅₅, ₁₇₇, ₁₉₀  ₂₃, ₀₅₈, ₉₇₃, ₈₈₂  ₂₂, ₄₆₈, ₆₅₉, ₁₅₁
ダイワ・マネー・マザーファンド（評価額） ₃₀₀, ₀₈₈, ₃₁₃  ₃₀₀, ₁₁₇, ₇₅₁  ₃₀₀, ₁₁₇, ₇₅₁  ₃₀₀, ₁₁₇, ₇₅₁  ₂₀₀, ₁₁₇, ₇₅₀  ₂₀₀, ₁₃₇, ₃₇₉
未 収 入 金 ―  ₉₉, ₈₀₀, ₀₀₀  ₃₉₉, ₂₀₀, ₀₀₀  ₃₉₉, ₂₀₀, ₀₀₀  ₁₉₉, ₆₀₀, ₀₀₀  ―

（Ｂ）負 債 ₃25， 612， 8₃5  ₃47， 228， 261  590， 870， 749  640， 995， 4₃5  4₃6， 914， 009  287， 7₃6， 098
未 払 金 ―  ―  ₁₉₉, ₆₀₀, ₀₀₀  ₁₉₉, ₆₀₀, ₀₀₀  ₉₉, ₈₀₀, ₀₀₀  ―
未 払 収 益 分 配 金 ₂₆₄, ₉₂₃, ₂₃₈  ₂₅₈, ₈₀₃, ₃₀₀  ₂₅₃, ₅₅₂, ₉₃₃  ₂₄₈, ₁₅₇, ₁₁₉  ₂₃₉, ₂₂₁, ₃₆₆  ₂₃₁, ₉₄₈, ₂₆₁
未 払 解 約 金 ₃₃, ₂₉₈, ₁₃₉  ₆₂, ₉₀₈, ₈₈₅  ₁₁₂, ₇₂₅, ₆₄₇  ₁₆₇, ₆₉₁, ₁₄₆  ₇₃, ₀₂₁, ₆₂₃  ₂₉, ₈₆₀, ₈₀₃
未 払 信 託 報 酬 ₂₇, ₂₀₄, ₂₁₀  ₂₅, ₁₅₄, ₂₀₈  ₂₄, ₄₅₉, ₆₆₈  ₂₄, ₈₄₁, ₃₇₅  ₂₃, ₉₉₇, ₈₁₆  ₂₄, ₈₈₀, ₂₆₃
そ の 他 未 払 費 用 ₁₈₇, ₂₄₈  ₃₆₁, ₈₆₈  ₅₃₂, ₅₀₁  ₇₀₅, ₇₉₅  ₈₇₃, ₂₀₄  ₁, ₀₄₆, ₇₇₁

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 26， 26₃， 696， 256  25， 797， 7₃0， 76₃  24， 525， 112， 579  25， 27₃， ₃04， 091  2₃， ₃9₃， 4₃5， ₃71  22， 819， 704， 461
元 本 ₂₆, ₄₉₂, ₃₂₃, ₈₆₂  ₂₅, ₈₈₀, ₃₃₀, ₀₆₁  ₂₅, ₃₅₅, ₂₉₃, ₃₃₉  ₂₄, ₈₁₅, ₇₁₁, ₉₇₃  ₂₃, ₉₂₂, ₁₃₆, ₆₀₃  ₂₃, ₁₉₄, ₈₂₆, ₁₀₇
次 期 繰 越 損 益 金 △ ₂₂₈, ₆₂₇, ₆₀₆  △ ₈₂, ₅₉₉, ₂₉₈  △ ₈₃₀, ₁₈₀, ₇₆₀  ₄₅₇, ₅₉₂, ₁₁₈  △ ₅₂₈, ₇₀₁, ₂₃₂  △ ₃₇₅, ₁₂₁, ₆₄₆

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 26， 492， ₃2₃， 862口 25， 880， ₃₃0， 061口 25， ₃55， 29₃， ₃₃9口 24， 815， 711， 97₃口 2₃， 922， 1₃6， 60₃口 2₃， 194， 826， 107口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9， 914円 9， 968円 9， 67₃円 10， 184円 9， 779円 9， 8₃8円

＊第 ₅ 期末における元本額は₂₆, ₇₈₈, ₂₀₇, ₆₄₃円、当作成期間（第 ₆ 期～第₁₁期）中における追加設定元本額は₆₀₆, ₅₂₅, ₈₃₈円、同解約元本額は₄, ₁₉₉, ₉₀₇, ₃₇₄円です。
＊第₁₁期末の計算口数当りの純資産額は₉, ₈₃₈円です。
＊第₁₁期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は₃₇₅, ₁₂₁, ₆₄₆円です。

（₂₀₁₄年 ₈ 月₁₈日）、（₂₀₁₄年 ₉ 月₁₇日）、（₂₀₁₄年₁₀月₁₇日）、（₂₀₁₄年₁₁月₁₇日）、（₂₀₁₄年₁₂月₁₇日）、（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日）現在
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₆ 期 第 ₇ 期 第 ₈ 期 第 ₉ 期 第 ₁₀ 期 第 ₁₁ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₂₉₀, ₉₆₃, ₂₁₆円 ₂₂₅, ₀₅₁, ₈₉₁円 ₂₁₇, ₃₈₈, ₄₀₅円 ₂₄₉, ₁₃₈, ₁₂₆円 ₁₇₇, ₅₄₉, ₇₃₂円 ₂₁₉, ₅₂₄, ₆₆₅円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  ₀  ₀  ₀ ₁₉₄, ₁₀₆, ₀₈₈  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₁₁, ₂₉₄, ₈₇₉ ₁₂, ₄₀₅, ₉₀₁ ₁₃, ₆₄₄, ₇₇₅ ₁₄, ₆₅₄, ₆₀₄ ₁₅, ₆₂₂, ₄₉₅ ₁₆, ₀₅₅, ₄₉₅
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₂₂, ₈₈₄, ₅₃₀ ₃₃₉, ₆₆₀, ₄₄₂ ₂₉₈, ₂₄₇, ₈₇₆ ₂₅₅, ₅₃₁, ₉₁₆ ₄₃₃, ₀₀₅, ₃₆₆ ₃₅₉, ₂₂₉, ₂₈₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₆₂₅, ₁₄₂, ₆₂₅ ₅₇₇, ₁₁₈, ₂₃₄ ₅₂₉, ₂₈₁, ₀₅₆ ₇₁₃, ₄₃₀, ₇₃₄ ₆₂₆, ₁₇₇, ₅₉₃ ₅₉₄, ₈₀₉, ₄₄₅
（ｆ）分 配 金 ₂₆₄, ₉₂₃, ₂₃₈ ₂₅₈, ₈₀₃, ₃₀₀ ₂₅₃, ₅₅₂, ₉₃₃ ₂₄₈, ₁₅₇, ₁₁₉ ₂₃₉, ₂₂₁, ₃₆₆ ₂₃₁, ₉₄₈, ₂₆₁
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₃₆₀, ₂₁₉, ₃₈₇ ₃₁₈, ₃₁₄, ₉₃₄ ₂₇₅, ₇₂₈, ₁₂₃ ₄₆₅, ₂₇₃, ₆₁₅ ₃₈₆, ₉₅₆, ₂₂₇ ₃₆₂, ₈₆₁, ₁₈₄
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₂₆, ₄₉₂, ₃₂₃, ₈₆₂口 ₂₅, ₈₈₀, ₃₃₀, ₀₆₁口 ₂₅, ₃₅₅, ₂₉₃, ₃₃₉口 ₂₄, ₈₁₅, ₇₁₁, ₉₇₃口 ₂₃, ₉₂₂, ₁₃₆, ₆₀₃口 ₂₃, ₁₉₄, ₈₂₆, ₁₀₇口
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコース）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第 6 期 第 7 期 第 8 期 第 9 期 第10期 第11期
100円 100円 100円 100円 100円 100円

（単　　価） （9， 914円） （9， 968円） （9， 67₃円） （10， 184円） （9， 779円） （9， 8₃8円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税₀. ₃₁₅％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の ₃ 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ 
ダイワ・エマージング・ローカル・マーケット・ボンド・ファンド

資産成長クラス／通貨αクラス

　当ファンド（ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース／通貨αコース））はケイマン籍の外国投資信託「クレ
ディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・エマージング・ローカル・マーケット・ボンド・ファンド　
資産成長クラス／通貨αクラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべてのクラスを合算しております。
（注）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

（米ドル建て）
財政状態計算書
₂₀₁₄年 ₅ 月₃₁日

資産
損益通算公正価値金融資産 ドル 333, 204, 175
現金及び現金同等物 9, 924, 130
未収：

売却済み有価証券 1, 150
利息 5, 706, 592

前払報酬 14, 960
総資産 348, 851, 007

負債
損益通算公正価値金融負債 645, 341
未払：

償還済みの受益証券 987, 763
副投資運用会社報酬 349, 184
報酬代理店報酬 104, 751
保管報酬 85, 743
専門家報酬 53, 711
管理会社報酬 33, 247
名義書き換え代理報酬 5, 296

負債（買戻償還可能受益証券保有者帰属純資産を除く） 2, 265, 036
買戻償還可能受益証券保有者帰属純資産 ドル 346, 585, 971
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド

包括利益計算書
₂₀₁₄年 ₁ 月₂₄日（業務開始日）～₂₀₁₄年 ₅ 月₃₁日

収益
利息 ドル ₆, ₄₃₀, ₇₇₉
損益通算公正価値金融資産および負債による純実現損 （₁, ₃₀₉, ₂₂₇）
損益通算公正価値金融資産および負債による評価益の純変動 ₁₄, ₃₇₅, ₉₉₉
外国為替換算による評価益の純変動 ₆₀, ₈₉₇

収益合計 ₁₉, ₅₅₈, ₄₄₈

費用
副投資運用会社報酬 ₃₄₉, ₁₈₄
報酬代理店報酬 ₂₁₁, ₁₉₂
保管報酬 ₁₈₃, ₁₀₃
管理会社報酬 ₆₉, ₈₂₃
専門家報酬 ₅₃, ₇₁₁
名義書き換え代理報酬 ₁₁, ₆₃₇

費用合計 ₈₇₈, ₆₅₀

金融費用控除前営業利益 ₁₈, ₆₇₉, ₇₉₈
 
金融費用

買戻償還可能受益証券保有者に対する分配金 （₁₁, ₉₄₁, ₄₁₁）

分配金控除後税引前利益 ₆, ₇₃₈, ₃₈₇
源泉徴収税 （₈₈, ₅₄₇）
業務活動の結果生じた買戻償還可能受益証券保有者帰属純資産の増加額 ドル ₆, ₆₄₉, ₈₄₀
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ダイワ新興国ソブリン債券ファンド

　当ファンド（ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資産成長コース／通貨αコース））はケイマン籍の外国投資信託「クレ
ディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・エマージング・ローカル・マーケット・ボンド・ファンド　
資産成長クラス／通貨αクラス」に投資しておりますが、以下の内容はすべてのクラスに共通です。
（注）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

（米ドル建て）
投資明細

₂₀₁₄年 ₅ 月₃₀日

債券

ブラジル
NOTA DO TESOURO ₁₀% ₁/₁/₁₇ /BR ドル ₈, ₉₄₁, ₅₂₁. ₅₉
NOTA DO TESO ₁₀% ₀₁/₀₁/₁₈/BRL/ ₆, ₆₁₅, ₅₁₄. ₅₉
LETRA TESOUR ZCP ₀₁/₀₁/₁₆/BRL/ ₇, ₄₈₈, ₇₅₈. ₆₁
LETRA TESOUR ZCP ₀₇/₀₁/₁₅/BRL/ ₇, ₉₃₆, ₇₇₃. ₅₉
LETRA TESOUR ZCP ₀₇/₀₁/₁₇/BRL/ ₇, ₈₉₀, ₉₇₄. ₃₄
ブラジル計 ₃₈, ₈₇₃, ₅₄₂. ₇₂

インドネシア
INDONESIA G ₉. ₅% ₀₆/₁₅/₁₅/IDR/ ₁₇, ₆₂₇, ₄₀₈. ₉₉
INDONESIA ₁₀. ₇₅% ₀₅/₁₅/₁₆/IDR/ ₄, ₀₈₅, ₆₅₃. ₁₀
INDONESIA ₇. ₃₇₅% ₀₉/₁₅/₁₆/IDR/ ₁₂, ₄₁₉, ₇₀₀. ₂₁
INDONESIA ₇. ₈₇₅% ₀₄/₁₅/₁₉/IDR/ ₂, ₅₉₂, ₇₁₉. ₄₉
インドネシア計 ₃₆, ₇₂₅, ₄₈₁. ₇₉

マレーシア
MALAYSIA ₄. ₂₆₂% ₀₉/₁₅/₁₆/MYR/ ₆, ₃₃₂, ₇₈₅. ₅₆
MALAYSIA ₃. ₇₄₁% ₀₂/₂₇/₁₅/MYR/ ₇, ₈₁₄, ₀₉₁. ₁₉
MALAYSIA ₄. ₀₁₂% ₀₉/₁₅/₁₇/MYR/ ₆, ₃₀₆, ₃₄₂. ₉₈
MALAYSIA ₃. ₁₉₇% ₁₀/₁₅/₁₅/MYR/ ₇, ₇₈₂, ₈₈₉. ₈₂
MALAYSIA ₃. ₁₇₂% ₀₇/₁₅/₁₆/MYR/ ₇, ₇₆₀, ₆₅₂. ₀₄
マレーシア計 ₃₅, ₉₉₆, ₇₆₁. ₅₉

メキシコ
MEX BONOS DES ₈% ₁₂/₁₇/₁₅/MXN/ ₈, ₂₅₄, ₄₈₁. ₈₇
MEX BONOS ₇. ₂₅% ₁₂/₁₅/₁₆/MXN/ ₄, ₁₇₉, ₆₄₇. ₉₈
MEX BONOS DES ₆% ₀₆/₁₈/₁₅/MXN/ ₇, ₉₅₆, ₀₇₈. ₈₀
MEX BONOS D ₆. ₅% ₀₆/₀₉/₂₂/MXN/ ₈, ₂₀₂, ₀₉₀. ₃₈
MEX BONOS ₆. ₂₅% ₀₆/₁₆/₁₆/MXN/ ₈, ₁₂₄, ₄₄₃. ₄₁
メキシコ計 ₃₆, ₇₁₆, ₇₄₂. ₄₄

オランダ
BK NEDERLAN ₀. ₅% ₀₆/₂₂/₁₆/TRY/ ₁₄, ₁₇₀, ₀₀₇. ₈₈
オランダ計 ₁₄, ₁₇₀, ₀₀₇. ₈₈
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ペルー
PERU BONO ₉. ₉₁% ₀₅/₀₅/₁₅/PEN/ ₁₉, ₀₆₄, ₄₉₈. ₆₄
PERU BONO SOB ₈. ₆% ₈/₁₂/₁₇ ₁₂, ₂₈₀, ₉₇₅. ₆₁
PERU BONO ₇. ₈₄% ₀₈/₁₂/₂₀/PEN/ ₄, ₁₂₇, ₃₇₁. ₂₇
ペルー計 ₃₅, ₄₇₂, ₈₄₅. ₅₂

ロシア
RUSSIA GOV ₆. ₈₈% ₀₇/₁₅/₁₅/RUB/ ₅, ₆₇₄, ₈₁₆. ₉₂
RUSSIA GOV ₇. ₃₅% ₀₁/₂₀/₁₆/RUB/ ₅, ₆₇₄, ₁₂₈. ₃₇
RUSSIA GOVT B ₇% ₀₆/₀₃/₁₅/RUB/ ₅, ₆₉₁, ₄₅₆. ₉₃
RUSSIA GOVT ₆. ₉% ₀₈/₀₃/₁₆/RUB/ ₅, ₅₉₄, ₄₈₅. ₈₅
RUSSIA GOVT ₇. ₄% ₄/₁₉/₁₇/RUB/ ₈, ₄₃₄, ₇₆₃. ₂₇
RUSSIA GOVT ₆. ₂% ₀₁/₃₁/₁₈/RUB/ ₅, ₃₈₁, ₀₃₄. ₆₉
ロシア計 ₃₆, ₄₅₀, ₆₈₆. ₀₃

南アフリカ
REPUBLIC O ₁₃. ₅% ₀₉/₁₅/₁₅/ZAR/ ₂₅, ₅₆₁, ₅₉₂. ₀₆
REPUBLIC O ₈. ₂₅% ₀₉/₁₅/₁₇/ZAR/ ₄, ₈₄₈, ₀₄₅. ₃₅
REPUBLIC OF S ₈% ₁₂/₂₁/₁₈/ZAR/ ₄, ₈₀₄, ₉₆₀. ₄₃
南アフリカ計 ₃₅, ₂₁₄, ₅₉₇. ₈₄

国際機関債
IFFIM ₆. ₁% ₀₉/₂₉/₁₆/ZAR/ ₃, ₁₃₄, ₀₀₂. ₆₀
国際機関債計 ₃, ₁₃₄, ₀₀₂. ₆₀

タイ
THAILAND ₄. ₈₇₅% ₀₆/₂₂/₂₉/THB/ ₆, ₇₉₀, ₃₇₄. ₆₆
THAILAND ₃. ₆₂₅% ₀₅/₂₂/₁₅/THB/ ₆, ₁₈₀, ₀₄₂. ₆₄
THAILAND G ₃. ₂₅% ₀₆/₁₆/₁₇/THB/ ₆, ₂₃₀, ₈₁₃. ₂₈
THAILAND ₃. ₈₇₅% ₀₆/₁₃/₁₉/THB/ ₃, ₁₅₁, ₁₆₉. ₆₆
THAILAND ₃. ₁₂₅% ₁₂/₁₁/₁₅/THB/ ₁₂, ₃₆₈, ₈₃₃. ₃₈
タイ計 ₃₄, ₇₂₁, ₂₃₃. ₆₂

トルコ
TURKEY GOVER ₁₀% ₀₆/₁₇/₁₅/TRY/ ₇, ₂₈₀, ₈₂₃. ₂₃
TURKEY GOVERN ₉% ₀₃/₀₈/₁₇/TRY/ ₄, ₈₄₉, ₁₀₇. ₀₆
TURKEY GOVE ₆. ₃% ₀₂/₁₄/₁₈/TRY/ ₆, ₆₆₈, ₄₁₇. ₅₃
TURKEY GOVERN ₅% ₀₅/₁₃/₁₅/TRY/ ₆, ₉₂₉, ₉₂₅. ₅₁
トルコ計 ₂₅, ₇₂₈, ₂₇₃. ₃₃

債券計 ₃₃₃, ₂₀₄, ₁₇₅. ₃₆
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■組入資産明細表
　下記は、2015年 1 月19日現在におけるダイワ・マネー・マザーファンド（20， 272， 410千口）の内容です。

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ新興国ソブリン債券ファンド）が投資対象としている「ダイワ・マネー・マザーファンド」の決
算日（2014年₁₂月 ₉ 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在におけるダイワ・マ
ネー・マザーファンドの組入資産の内容等を₂₃ページに併せて掲載いたしました。

■ダイワ・マネー・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年 ₇ 月₁₈日から₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

₄₉₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₂⊘₉ ₁₁, ₉₉₉, ₈₃₂ 
₅₀₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₃₀ ₂, ₀₀₀, ₀₀₀ 
₄₉₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₃⊘₉ ₁, ₉₉₉, ₉₈₂ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₁⊘₁₇ ₁, ₄₉₉, ₉₉₄ 
₄₇₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₂⊘₁₅ ₁, ₄₉₉, ₉₈₅ 
₅₀₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₄⊘₁₃ ₉₉₉, ₉₉₉ 
₄₈₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₁⊘₈ ₉₉₉, ₉₉₁ 
₄₇₇ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₂⊘₈ ₉₉₉, ₉₆₅ 
₄₆₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄⊘₁₁⊘₄ ₉₉₉, ₉₁₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅⊘₂⊘₂₃ ₈₉₉, ₉₈₂ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

区 分 額　面　金　額 評 価 額 組入比率
う ち Ｂ Ｂ 格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国 債 証 券 ₁₈, ₄₀₀, ₀₀₀ ₁₈, ₃₉₉, ₉₄₀ ₈₉. ₀ ― ― ― ₈₉. ₀ 

（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₅年 ₁ 月₁₉日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₁₂, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁₁, ₉₉₉, ₉₆₂  ₂₀₁₅⊘₀₂⊘₀₉ 
₄₉₂ 国庫短期証券 ― ₅₀₀, ₀₀₀  ₄₉₉, ₉₉₉  ₂₀₁₅⊘₀₂⊘₁₆ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀₀, ₀₀₀  ₈₉₉, ₉₉₃  ₂₀₁₅⊘₀₂⊘₂₃ 
₄₉₆ 国庫短期証券 ― ₂, ₀₀₀, ₀₀₀  ₁, ₉₉₉, ₉₈₅  ₂₀₁₅⊘₀₃⊘₀₉ 
₅₀₂ 国庫短期証券 ― ₂, ₀₀₀, ₀₀₀  ₂, ₀₀₀, ₀₀₀  ₂₀₁₅⊘₀₃⊘₃₀ 
₅₀₄ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀  ₉₉₉, ₉₉₉  ₂₀₁₅⊘₀₄⊘₁₃ 

合　　計
銘  柄  数 ₆銘柄 

金　　 額 ₁₈, ₄₀₀, ₀₀₀  ₁₈, ₃₉₉, ₉₄₀ 
（注）単位未満は切捨て。
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運用報告書　第10期　（決算日　2014年12月 9 日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₀日～₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日）

　ダイワ・マネー・マザーファンドの第₁₀期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 主としてわが国の公社債への投資により、利息収入の確保をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 本邦通貨表示の公社債

運 用 方 法
①わが国の公社債を中心に安定運用を行ないます。
②邦貨建資産の組入れにあたっては、取得時に第二位（A－ ₂ 格相当）以上の短期格付であ
り、かつ残存期間が ₁ 年未満の短期債、コマーシャル・ペーパーに投資することを基本としま
す。

株式組入制限 純資産総額の₃₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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■当期中の基準価額の推移

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₁₉₀ ― ₆₃. ₂
₁₂月末 ₁₀, ₁₉₁ ₀. ₀ ₆₀. ₂

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₁₉₁ ₀. ₀ ₈₉. ₉
₂ 月末 ₁₀, ₁₉₂ ₀. ₀ ₇₂. ₇
₃ 月末 ₁₀, ₁₉₂ ₀. ₀ ₇₂. ₇
₄ 月末 ₁₀, ₁₉₃ ₀. ₀ ₇₇. ₅
₅ 月末 ₁₀, ₁₉₃ ₀. ₀ ₇₀. ₄
₆ 月末 ₁₀, ₁₉₄ ₀. ₀ ₆₆. ₇
₇ 月末 ₁₀, ₁₉₄ ₀. ₀ ₆₉. ₉
₈ 月末 ₁₀, ₁₉₄ ₀. ₀ ₆₅. ₁
₉ 月末 ₁₀, ₁₉₅ ₀. ₀ ₅₈. ₈
₁₀月末 ₁₀, ₁₉₅ ₀. ₀ ₆₀. ₇
₁₁月末 ₁₀, ₁₉₅ ₀. ₀ ₆₃. ₈

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₁₉₅ ₀. ₀ ₆₀. ₀
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 ₃ ） 当ファンドは、利息収入の確保をめざして安定運用を行なっており、ベンチ

マークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₁₉₀円　期末：₁₀, ₁₉₅円　騰落率：₀. ₀％
【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、₂₀₁₄年₁₀月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は
₀. ₀₆％台を中心に推移しました。国庫短期証券（ ₃ カ月物）の利回り
は₀. ₀₆％程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等
を背景に、△₀. ₀₁％程度まで低下して期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短

期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて

短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考

指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（2013年12月10日から2014年12月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円
国 債 証 券 ₄₁, ₅₉₇, ₁₁₄ ―

（ ₃₅, ₀₀₀, ₀₀₀） 
（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―
合　　　　　　　計 ―

（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項
目の概要をご参照ください。

10, 200

10, 195

10, 190

10, 185

10, 180

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 9）

基準価額
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₁₅, ₃₉₉, ₈₇₂ ₆₀. ₀ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₁₀, ₂₅₃, ₆₄₀ ₄₀. ₀ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂₅, ₆₅₃, ₅₁₂ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 25, 65₃, 512, 78₃円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁₀, ₂₅₃, ₆₄₀, ₁₆₀  
公 社 債（評価額） ₁₅, ₃₉₉, ₈₇₂, ₆₂₃  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 25, 65₃, 512, 78₃  

元 本 ₂₅, ₁₆₂, ₁₅₈, ₄₇₁  
次 期 繰 越 損 益 金 ₄₉₁, ₃₅₄, ₃₁₂  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 25, 162, 158, 471口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 195円

＊ 期首における元本額は₁₃, ₆₆₀, ₉₂₁, ₁₀₀円、当期中における追加設定元本額は
₂₅, ₅₅₆, ₆₅₂, ₃₃₅円、同解約元本額は₁₄, ₀₅₅, ₄₁₄, ₉₆₄円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
／ＲＩＣＩⓇコモディティ・ファンド₈, ₉₅₂, ₅₀₈円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド
（為替ヘッジあり／年 ₁ 回決算型）₇₄₀, ₅₆₄円、ＵＳ債券ＮＢ戦略ファンド（為
替ヘッジなし／年 ₁ 回決算型）₁, ₆₂₃, ₃₅₀円、ＮＢストラテジック・インカム・
ファンド＜ラップ＞米ドルコース₉₈₁円、ＮＢストラテジック・インカム・ファ
ンド＜ラップ＞円コース₉₈₁円、ＮＢストラテジック・インカム・ファンド
＜ラップ＞世界通貨分散コース₉₈₁円、ダイワファンドラップコモディティセレ

クト₂₃, ₈₆₅, ₂₂₈円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）－トリプルリ
ターンズ－ 日本円・コース（毎月分配型）₁₃₂, ₇₅₇円、ダイワ米国株ストラテ
ジーα（通貨選択型）－トリプルリターンズ－ 豪ドル・コース（毎月分配型）
₆₄₃, ₁₃₂円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）－トリプルリターンズ
－ ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）₄, ₄₀₁, ₆₁₃円、ダイワ米国株ストラ
テジーα（通貨選択型）－トリプルリターンズ－ 米ドル・コース（毎月分配型）
₁₂, ₇₈₄円、ダイワ／フィデリティ北米株式ファンド－パラダイムシフト
－ ₄₉, ₀₉₆, ₆₂₃円、ダイワＦＥグローバル・バリュー株ファンド（ダイワＳＭＡ
専用）₁₃, ₈₉₆, ₄₃₅円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）ブラジル・
レアル・コース（毎月分配型）₉₈, ₂₉₀, ₇₄₄円、ダイワ米国高金利社債ファンド

（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配型）₂₃, ₅₉₀, ₅₂₇円、ダイワ米国高金利
社債ファンド（通貨選択型）米ドル・コース（毎月分配型）₂, ₁₆₃, ₃₆₀円、ダイ
ワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）豪ドル・コース（毎月分配型）
₁₃, ₇₆₁, ₅₅₂円、ダイワ／ＵＢＳエマージングＣＢファンド₂, ₄₉₈, ₅₇₅円、ダイワ
／アムンディ食糧増産関連ファンド₁₄, ₇₈₀, ₁₆₀円、ダイワ日本リート・ファン
ド・マネー・ポートフォリオ₁₃₄, ₁₉₇, ₁₅₈円、ダイワ新興国ハイインカム・プラ
スⅡ－金積立型－ ₁, ₉₇₂, ₅₃₇円、ダイワ新興国ハイインカム債券ファンド（償還
条項付き）為替ヘッジあり₄, ₉₂₆, ₇₁₆円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（資
産成長コース）₄₉, ₀₈₂, ₁₄₉円、ダイワ新興国ソブリン債券ファンド（通貨αコー
ス）₁₉₆, ₂₉₀, ₀₉₄円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド－インフラ革命
－ （為替ヘッジあり）₉, ₈₁₃, ₅₄₃円、ダイワ・インフラビジネス・ファンド－イ
ンフラ革命－（為替ヘッジなし）₂₉, ₄₄₀, ₆₂₉円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎
月分配型）米ドルコース₁₃, ₇₃₂, ₂₂₂円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）
日本円コース₃, ₈₇₄, ₄₄₉円、ダイワ米国ＭＬＰファンド（毎月分配型）通貨αコー
ス₁₃, ₄₃₇, ₉₆₀円、ダイワ英国高配当株ツインα（毎月分配型）₉₈, ₁₀₇円、ダイワ
英国高配当株ファンド₉₈, ₁₀₇円、ダイワ英国高配当株ファンド・マネー・ポート
フォリオ₇₄, ₂₅₂, ₂₂₀円、ダイワ米国高金利社債ファンド（通貨選択型）南アフリ
カ・ランド・コース（毎月分配型）₉₈, ₂₅₂円、ダイワ米国高金利社債ファンド
（通貨選択型）トルコ・リラ・コース（毎月分配型）₂, ₅₅₄, ₂₁₂円、ダイワ米国
高金利社債ファンド（通貨選択型）通貨セレクト・コース（毎月分配型）
₁, ₁₇₈, ₉₇₆円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）株式αコース
₉₈, ₂₀₃円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）通貨αコース
₉₈, ₂₀₃円、ダイワ・オーストラリア高配当株α（毎月分配型）株式＆通貨ツイン
αコース₉₈₂, ₀₂₉円、ブルベア・マネー・ポートフォリオⅢ　₂₄, ₃₆₇, ₃₈₁, ₆₇₆
円、ダイワ米国株ストラテジーα（通貨選択型）－トリプルリターンズ－　通貨
セレクト・コース（毎月分配型）₉₈, ₁₇₄円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₁₉₅円です。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（2013年12月10日から2014年12月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₄₉₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₉ ₁₁, ₉₉₉, ₈₃₂ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₇ ₁, ₄₉₉, ₉₉₄ 
₄₇₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ ₁, ₄₉₉, ₉₈₅ 
₄₆₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₀/₆ ₁, ₄₉₉, ₈₆₈ 
₄₆₁ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₉/₂₂ ₁, ₄₉₉, ₈₆₅ 
₄₅₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₉/₁₆ ₁, ₄₉₉, ₈₅₇ 
₄₆₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₀/₁₄ ₁, ₃₉₉, ₉₁₀ 
₄₃₉ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₆/₂₃ ₁, ₃₉₉, ₈₆₇ 
₄₄₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₇/₁₄ ₁, ₃₉₉, ₈₃₀ 
₄₂₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₄/₁₄ ₁, ₃₉₉, ₇₇₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₁₅, ₄₀₀, ₀₀₀ ₁₅, ₃₉₉, ₈₇₂ ₆₀. ₀ ― ― ― ₆₀. ₀ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₇₉ 国庫短期証券 ― ₁, ₅₀₀, ₀₀₀ ₁, ₄₉₉, ₉₉₈ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₈₂ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₉₇ ₂₀₁₅/₀₁/₀₈ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₁₂, ₀₀₀, ₀₀₀ ₁₁, ₉₉₉, ₈₈₉ ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₉₀₀, ₀₀₀ ₈₉₉, ₉₈₆ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 

合計 銘柄数 ₄銘柄 
金 額 ₁₅, ₄₀₀, ₀₀₀ ₁₅, ₃₉₉, ₈₇₂ 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネー・マザーファンド

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₀日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 6, 254, 65₃円

受 取 利 息 ₆, ₂₅₄, ₆₅₃  
（Ｂ）有価証券売買損益 1, 6₃4  

売 買 益 ₁, ₆₃₄  
（Ｃ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） 6, 256, 287  
（Ｄ）前期繰越損益金 259, 898, 412  
（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △  271, 101, 052  
（Ｆ）追加信託差損益金 496, ₃00, 665  
（Ｇ）合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 491, ₃54, ₃12  

次期繰越損益金（Ｇ） 491, ₃54, ₃12  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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